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＊VUCA時代：絶えず変動する（Volatility）、不確実性の高い（Uncertainty）、複雑で（Complexity）、曖昧な（Ambiguity）時代

「VUCA＊時代」と呼ばれる時代を生きる若い皆さん
には、将来に向けて人が関わるべき仕事を見出す力と、
その仕事において新たな価値を創造する力とを身に
付けて頂きたいと思っています。そのために、大学にお
ける学びの中で、皆さん自身が気付いていない潜在的
な力を引き出すことにも、注力して頂きたいと思います。

その前提として、お茶の水女子大学では、多様な学
生がそれぞれの資質・能力を高めるために最適な教
育を受けられるよう、教育システムの改革と教育コン
テンツの充実に努めています。本学は、国によって設置
された86の国立大学の一つであり、1875年の創設以
来、わが国の女子教育の先達として、奈良女子大学と
共に、国の内外で活躍する優れた女性を育てることを
ミッションとしてきました。国立大学には、各地域の文
化・社会・経済の基盤を支える拠点としての役割や、高
いレベルの学術・研究と教育の推進と共に、産業、医療、
福祉などの多様な分野における人材育成や社会的価
値の創出を担う役割が期待されていますが、本学には
さらに、学ぶ意欲のあるすべての女性の夢の実現を支
え、日本と世界の未来を担う優れた女性を育成する役

割が期待されてきたのです。世界各国が取り組んでい
る男女共同参画、女性活躍の環境づくりにおいて、日
本は2019年度版ジェンダーギャップ指数が153カ国
中121位（昨年110位）と、とても残念な状況ですか
ら、女性たちがその資質・能力を十分に発揮して、それ
ぞれの夢を実現できる環境を創るために、本学が果た
すべき役割と外部からの期待が、ますます大きくなって
いる状況があります。

お茶の水女子大学では、次の時代を創る人材を支え
るために、常に新たな道の開拓を目指しており、若い皆
さんが、自然や社会環境の仕組みや状況を知り、そこに
暮らす多様な他者への理解を深めて、自ら考え、判断
し、行動する基盤を構築されることを重要課題と位置
付けています。それと同時に、これまでに積み重ねられ
て来た自然科学や人文・社会科学の教育・研究に、文
化・芸術との融合を通して新たな視点を取り入れ、これ
までにない学術的価値と社会的価値を創出することを
目指して、様々な活動を行っています。

以前から本学では、文・理の垣根を越えた学びと研
究の機会を広く確保すべく、工夫を重ねて来ましたが、
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学長からのメッセージ

自然科学 や 人文 • 社会科学 と

文化 • 芸術教育 の 融合 による

社会的価値の創造



今後さらに、多様な学問領域における教育と文化・芸
術教育の融合の下で、人々の幸せに寄与するイノベー
ションを生み出して行くことを計画しています。つまり、
より良い社会を創出するために、多様な学術・文化・芸
術領域が共鳴することで生まれる力を探求し、本学な
らではの教育と研究を推進したいと考えているのです。

一方で、近年「文化・芸術はモノづくりに付加価値を
もたらす源泉となり、強い経済も育てる」との考えが広
がり、その下で、日本に「1% フォー・アート」を実現し
ようという運動が広がりつつあります。これは、社会共
通の価値としての文化・芸術の振興を日本に根付かせ
るために、公共建築の建設費の１％を、その建築物に
関連・付随する芸術（アート）のために支出しようとい
う運動で、本学も、昨年3月に滝久雄さま・裕子さまご
夫妻からのご寄附によって完成した「国際交流留学生
プラザ」（隈研吾氏設計)に、日本を代表する芸術家の
方々の手による芸術作品を設置しました（金工作家の
宮田亮平氏による金属彫刻、日本画家の中島千波氏の
原画によるステンドグラス、現代美術家の日比野克彦
氏と附属学校生徒との協働による陶板アート）。

このプラザは、国境や文化的背景を越えて、学生や附
属学校園の子どもたち、教職員や卒業生たち、そして地
域の方々などが集う様々な交流の場として設立された
ものです。世界各国からの留学生との文化交流の場は
もちろんのこと、多様な学問領域が交差する講演会や
ワークショップ等の開催の場として、学生たちの課題発
表の場として、また、古典芸術等を専門とする教員によ
る公開講座の開催の場として、多様な学術や文化・芸
術に触れ合う機会を楽しんで頂きたいと思っています。
さらに、第一線で活躍していらっしゃるアーティストの
方々をお呼びして、ワークショップなどを開催すること
も計画しています。

そして、21世紀の輝かしい担い手である皆さんがこ
れらの活動に参加し、心豊かな時間と空間を共有する
中で、これまでにない学術の地平を開き、新たな価値
の創造やイノベーションの創出に関わって下さること
を期待しています。

2020年3月
お茶の水女子大学長　室伏 きみ子
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学長からのメッセージ

1  国際交流留学生プラザ（外観）　 2  金属彫刻「シュプリンゲン＜世界に向かって＞　 3  陶板「3つの色とわたしの夢」　 4  ステンドグラス「櫻花爛漫」
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お茶の水女子大学キャンパスMAPお茶の水女子大学キャンパスMAP
普段当たり前のように歩いているキャンパス。
意外に、普段使う建物以外は足を運ばないかもしれません。
新たにお茶大生活が始まった方は、ぜひお茶大キャンパスを歩き回って、
何があるか探してみてください。 すでにお茶大生活に慣れた方も、何気なく
通り過ぎている場所をよく見てみると新たな発見があるかもしれません。

文教育学部1号館（1972年築）

大学正門（春日通り側）と国際交流留学生プラザ
大学正門は2017年に建設当初の姿に復元されました。国
際交流留学生プラザは2019年3月に建設された、本学で
一番新しい建物です。

総合研究棟（2003年築）

キンモクセイ大木と歌碑
キンモクセイはよく見ると3本あります。

正門から見たイチョウ並木　四季折々に違った景色を見ることができます。

お茶の水女子大学キャンパスMAPお茶の水女子大学キャンパスMAP

探してみよう
宝篋印塔
（ほうきょういんとう）
天保6年（1635年）徳
川家に関わる寺院の
石塔で昭和30年代
に上野寛永寺より移
されたもようです。

探してみよう
ウサギとカメの
手すり
附属幼稚園2階を
見上げると見つける
ことができます。

探してみよう

ぶどうの房、葉、

つるをモチーフに

したレリーフ

探してみよう

ニュートンの

リンゴの木

正門 Main Gate

南門
South Gate

守衛所
Guardhouse

至 丸ノ内線 茗荷谷駅
to Myogadani Station

至 有
楽町線 護

国寺駅

to Gokokuji S
tation
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階段教室
大型の教卓、木製連結椅子などが竣工
当時のままで、女高師時代の教室の
雰囲気を一番残す場所です。

お茶の水女子大学キャンパスMAPお茶の水女子大学キャンパスMAP

理学部3号館（1994年築）総合研究棟（2003年築）

屋上の丸く見える
ものは、お茶の葉
をモチーフにした
ものです。

課外活動団体談話室（1929年築）

本学で一番古い
建物です。かつて
は寄宿舎の一部
で、炊事場や浴室
がありました。

正門から見たイチョウ並木　四季折々に違った景色を見ることができます。

❶大学本館
Main Building

❷大学講堂（徽音堂）
Auditorium

❸総合研究棟
Integrated Research Building

❹生活科学部本館２
Faculty of Human Life 
&Environmental Science, Main 
Building 2

❺お茶大アカデミック・　　　
プロダクション研究棟
Ochadai Academic Production 
Research Building

❻屋外エレベーター棟
Outdoor Elevator

❼ラジオアイソトープ　　　　
実験センター
Radioisotope Research Center

❽理学部１号館
Faculty of Science, Building 1

❾理学部２号館
Faculty of Science, Building 2

❿理学部３号館
Faculty of Science, Building 3

⓫情報基盤センター
IT Center

⓬附属図書館
University Library

⓭学生センター棟
Student Service Building

⓮文教育学部１号館
Faculty of Letters & Education, 
Building 1

⓯共通講義棟１号館
Inter-Faculty Building 1

⓰共通講義棟２号館
Inter-Faculty Building 2

⓱共通講義棟３号館
Inter-Faculty Building 3

⓲大学食堂
Cafeteria

⓳保健管理センター
Health Care Center

⓴(学生寮建設予定地)
(Construction Site for Student
 Dormitory)

㉑弓道場
Japanese Archery Range

㉒文教育学部２号館
Faculty of Letters & Education, 
Building 2

㉓Student Commons
Student Commons

㉔課外活動団体談話室
Student Meeting Center

㉕人間文化創成科学研究科・
全学共用研究棟
Graduate School of Humanities 
& Sciences Building

㉖茶室（芳香庵）
Tea-ceremony Building

㉗大学体育館
University Gymnasium

㉘附属幼稚園
Kindergarten

㉙附属小学校
Elementary School

㉚附属中学校
Junior High School

㉛附属高等学校
High School

㉜国際交流留学生プラザ
Hisao & Hiroko TAKI PLAZA

㉝大学会館
University Hall

㉞いずみナーサリー
Izumi Nursery

㉟大塚宿舎
Ohtsuka Lodging

㊱こども園
Center for Early Childhood 
Education and Care

お茶の水女子大学キャンパスMAPお茶の水女子大学キャンパスMAP

探してみよう

ニュートンの

リンゴの木

探してみよう

スカイツリーと東京タワ
ーを一望できる景色。総

合研究棟8階南

門側の窓から見ることが
できます。

大学運動場
Athletic Field

大学テニスコート
Tennis Court

4

5

お茶大にあ
る建物名、

すべて言え
ますか？
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お茶の水女子大学キャンパスマップ         



学学びびををああむむ
創
造
活
動

創
造
活
動

のの学
び学び
とはとは

昨年度の５年生は、「自分の取り組みたいことは何か？」という
問いのもと、対話を通してじっくりと自分と向き合った後、興味
の近い子ども同士で集まり、「おもてなし」「茶道」「未来の車」な
ど、33のグループをつくりました。そして、チームごとに、テーマに
あったアプローチの仕方を考え、探究を進めました。「東京オリ
ンピックの建築」をテーマとしたチームは、“建築”への理解を深
めるため、国際交流留学生プラザを設計した隈研吾建築都市設
計事務所の方にお願いをし、お話を伺う活動を設定しました。そ
の活動に、「ピクトグラム」「美建築」をテーマとするチームも加わ
り、事前に、３つのチームで質問内容を考えました。知りたいこと
は何かを考え、聴きあうことは、互いのチームの興味を知るとと
もに、自分のチームの目的を明確にしていくことにもなりました。

「美建築」をテーマとしたチームは、インタビューでの「自然との
共存を目指した建築」という言葉から、各自、画用紙などを用い
てオリジナルの建築物を作成し、ジオラマによって、１つの街を創
るというプロジェクトを
進めていきました。そして、
活動に１つの区切りがつく
と、ワークショップや活動
の交流会などを通して、学
びを共有するとともに、対
話を通して自分たちの学
びをふり返ることを行い
ました。

1975年（昭和50年）から、教育活動
の中に創造活動の時間（特別活動、
総合的な学習の時間の運用を弾力
的にする領域）を位置づけています。
その内容は、子どもの興味に基づき、
自己の学びを追究していく学習活動
や、仲間と協働しながら進める体験
的、自治的な学習活動から成り立ち
ます。創造活動の源流は、東京女子高
等師範学校において、1918年（大正
７年）から始まり、研究を積み重ねて
きた作業教育にあります。

学びの様子

て
つ

が
く

て
つ

が
く

のの
学

び

学

び
とはとは

さらに、2015年度から一昨年度までの４年
間、文部科学省の研究開発学校の指定を受
け、教科「てつがく」を創設し、“てつがくす
る”ことを大切にしながら、人間性・道徳性
と思考力とを関連付けて育む研究開発に取
り組んできました。“てつがくする”こととは、
互いの考えを聴きあいながら、自明と思わ
れる価値や事柄を問い直し、考え続けるこ
とです。「友達って何？」「やさしさって何だろ
う？」「自由とは何？」など、子どもの持つ素
朴な疑問や興味のある問題を取り上げ、対
話などを通して探究をしていきます。

学学びびををああむむ
新領域「てつがく創造活動」を
中核とした教育課程の開発

小学校では、昨年度より、文部科学省の研究開発学校の
指定を受け、新領域「てつがく創造活動」を中核とする

教育課程の開発に取り組み始めました
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附属学校園からのお知らせ 〜附属小学校だより〜



学びをあむ 
“編む”という行為は、思いをもとにしながら、それを

形にしていくことであり、必要に応じてほぐしては編み
直すことができます。この“編む”という行為のように、自
分の思いを実現させるため、自らの手で学びをあみ、他
者と関わりながら新たなものを創り出していくようなプ
ロセスを大切にして「てつがく創造活動」を進めていま
す。そして、その過程において、「自分は何をしたいのか」

「どのように学びを進めたらよいのか」「自分は何を学
んだのか」などと問い、“てつがくする”ことを通して自ら
の取り組みを見つめ、必要に応じては学びをあみ直し、
学びを確かなものへとしていければと考えています。

このような思い
から、研究テーマを

『 学 び を あ む 』と
し、この研究主題の
もとに、新領域「て
つがく創造活動」
を中核とする教育
課程の開発に取り組んでいます。小学校での学びを通し
て、子どもたち一人一人が、しなやかさとつよさを持ち、
様々な他者と関わりながら未来をあんでいくような、主
体的な市民となっていってくれればと願っています。

て
つ

が
く

て
つ

が
く

のの
学

び

学

び
とはとは

てつがくと創造活動を
関連付けた新領域

「てつがく創造活動」 
てつがくと創造活動の学びに共通していることは、興

味を出発点に探究していくことと言えます。小学校では、
子どもたちの興味を大切にした活動が、主体的な学びに
つながると考え、子どもとともに学びをつくってきました。
このような考えを大切にし、創造活動とてつがくの学び
を有機的に関連させ、“子ども自らが学びを構想し、他者
と関わりながら主体的に探究していく学びの領域”とし
て、新領域「てつがく創造活動」を創設しました。

  

附属学校園での出来事 （2020年1月〜3月）

【いずみナーサリー】

1月

● 凧揚げ
●  避難訓練（地震・屋内待機、主任

不在想定）

2月

● 避難訓練（抜き打ち、火事、屋外

　避難）
● 保護者会

3月

● 個人面談
●  避難訓練（抜き打ち、地震、

　室内待機または屋外避難）

● 親子であそぼう会

【附属幼稚園】

1月

● 始業式
● 教育実習事前指導（3年生）

● 誕生会
● クラス懇談会
● 親子体操の会
● 避難訓練
● 5歳児　親子で遊ぶ日
● 3歳児　親子で遊ぶ日

2月

● 豆まき
● 公開保育研究会（第2回）

● 誕生会
● 5歳児　遠足（小石川植物園）

3月

● ３歳児・４歳児終業式

● 卒業式

【附属小学校】

1月

● 始業式

● 成人のつどい
● 留学生との交流会（５年）

● おもちつき（1年）

2月

● おもちつき（3年）

3月

● 卒業式
● 修了式

【附属中学校】

1月

● 授業開始
● 特別時間割週間（１・２年）

2月

● 自主研究発表会（2年）
● 期末テスト（全学年）

3月

● 保護者会（３年）
● 卒業式
● 修了式

【附属高校】

1月

●  始業式
● 筑波大附属との合同キャリアカフェ

●  大学入試センター試験（３年）

●  ３年生２者面談
●  学力テスト（１・２年）
●  保護者会（１・２年）

2月

●  入学検定・合格発表
● 筑波大附属との合同キャリアカフェ

3月

●  卒業式
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2020年1月23日（木）に本学において、大学改革シンポジ
ウム「女性活躍推進のために国立大学ができること」を開催
しました。

今日、持続可能でインクルーシブな社会の実現のため、
「知」の拠点である大学の役割がますます高まっています。
なかでも、女性研究者の積極的な登用と環境整備が重要視
されるなど、女性活躍推進が大きな鍵を握っています。

こうした状況を踏まえ、本シンポジウムでは、女性活躍推進
に向けた大学の取り組みを共有するとともに、SDGs達成に
向けた女性活躍推進という側面から大学に求められている
ことについて、基調講演、取組事例の紹介及びパネルディス
カッションを行いました。会場には、産業界関係者、高校・大
学関係者、学生など約70人の参加がありました。

初めに、森永製菓株式会社の宮井真千子取締役常務執行
役員から「SDGs達成のためになぜ女性活躍推進が必要な
のか―企業から見た大学の役割―」と題して講演をいただき、
参加者はメモを取るなどして熱心に聞き入っていました。次
いで、東京農工大学の宮浦千里副学長、東京外国語大学の
大津友美学長特別補佐、本学森田育男理事・副学長が各大
学での取組事例を紹介しました。最後に、本学藤原葉子副学
長をモデレーターとしてパネルディスカッションを行いました。
その中で、幅広い視野を持つ人材の育成、より社会と密接に
連携をとった教育・研究の推進、特に女性へのリーダーシッ
プ教育が必要であるとの意見が交わされました。

今後10年で社会が大きく変わる可能性があるけれども、
それはチャンスでもあるとの本学森田理事・副学長の言葉で
閉会となりました。

お茶の水女子大学と福井県は、2020年2月5日（水）に、
女性リーダー育成および女性の幸福の実感に関する事項に
ついて相互協力するための新たな協定を締結しました。本学
と福井県は2012年1月に初めて相互協力協定を締結し、3
回目の締結となりますが、今回の協定では、「女性の生活の
質向上に向けた共同研究の実施および政策の提案・実施に
関すること」の内容が追加されました。

本学室伏きみ子学長と杉本達治福井県知事か
らは、「多様な人々が共に活躍できる社会の推進
に向けて、さらに連携を深めていきたい」との挨
拶がありました。

締結式後には、終始和やかな雰囲気の中、室伏
学長、杉本知事、福井県出身の本学学生等参列者
による懇談会が行われました。

お茶の水女子大学と福井県が相互協力協定を締結しました

大学改革シンポジウム「女性活躍推進のために国立大学
ができること」を開催しました
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2月12日(水)、お茶の水女子大学賞各賞（湯浅年子賞、黒
田チカ賞、保井コノ賞、小泉郁子賞、辻村みちよ賞）の授賞式
を行いました。

湯浅年子賞は、優れた原子核の実験的研究を行い国際的
に活躍した女性自然科学者湯浅年子博士を称えて設立され
た賞で、第7回湯浅年子賞（金賞）は、増澤美佳氏（高エネル
ギー加速器研究機構加速器研究施設教授）の「素粒子物理
学高エネルギー加速器実現のための電磁石システムに関す
る先導的技術の確立」に贈られました。

黒田チカ賞は、天然色素の構造について長年にわたって優
れた研究を行い女性化学者として活躍した黒田チカ博士を
称えて自然科学関係の女性研究者に対する顕彰のために化
学科の前田候子元教授からのご寄附を基に設立された賞で、
第5回黒田チカ賞は、黒木菜保子氏（中央大学理工学研究所
専任研究員）の「フラグメント化手法に基づく物理化学シミュ
レーション法による混合溶媒の物性予測と応用に関する研
究」に贈られました。

保井コノ賞は、日本の生物科学の黎明期から革新的な研
究を展開するとともに本学及びその前身校において数多く
の女子学生を育て日本初の女性理学博士となった保井コノ
博士を称えて設立された賞で、第4回保井コノ賞は、米田敦
子氏（東京薬科大学生命科学部ゲノム病態医科学研究室講
師）の「イノシトールリン脂質や細胞膜糖タンパク質による細
胞内外シグナル制御に関する研究」に贈られました。

小泉郁子賞は、本学卒業後アメリカに留学し『男女共学論』

を著すなどの社会的活動を通じて女性の権利向上を広く訴
えるとともに日中教育文化交流に尽力し戦後は桜美林学園
の創設発展に貢献した小泉郁子博士を称えて設立された賞
で、第4回小泉郁子賞は、小ヶ谷千穂氏（フェリス女学院大学
文学部コミュニケーション学科教授）の「フィリピン移住女性
と複数のモビリティに関する社会学研究」に贈られました。

辻村みちよ賞は、本学卒業後数多くの女子学生を育て茶の
成分について長年にわたって優れた研究を行い日本初の女
性農学博士として活躍した辻村みちよ博士の功績を称える
ため設立された賞で、第4回辻村みちよ賞は澤田留美氏（国
立医薬品食品衛生研究所再生・細胞医療製品部室長）の「食
品研究から再生医療研究への展開」に贈られました。

授賞式では、各賞のゆかりの方、受賞者の関係者の方ご列
席のもと、室伏学長から賞状と副賞のメダル・盾が授与され、
お祝いの言葉がかけられました。本学は今後もこれまでに
築かれた歴史と伝統を基盤として、広い視野と豊かな感性を
もって未来を担う女性たちの育成に取り組んで参ります。

2019年度お茶の水女子大学賞授賞式を
開催しました
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●2019年4月24日　NHK
「首都圏ネットワ－ク」　小さいお子さんのいる
家庭での10連休の過ごし方

宮里 暁美教授
人間発達教育科学研究所

文京区立お茶の水女子大学こども園　園長
●2019年4月29日　NHK BSプレミアム

思いは時を超えて　～近代皇后四代の物語～
お茶の水女子大学

●2019年5月28日　NHK BSプレミアム
美と若さの新常識

「ダイエットに美肌！レッツ・ダンス♪」
水村 真由美教授

基幹研究院 人文科学系

●2019年11月25日　フジテレビ 
Live News it !　災害検証 暮らしを守れ 
命を守る”水深マップ”

長谷川 直子准教授 
基幹研究院 人間科学系

●2019年12月5日　日本テレビ
「スッキリ」 国際学力調査PISAにおける日本
の読解力低下を受けて

浜野 隆教授
基幹研究院 人間科学系

●2019年12月13日　TBSテレビ
あさチャン！　「国際学力調査結果
日本の課題は読解力」『読解力とは….』

浜野 隆教授
基幹研究院 人間科学系

●2019年12月18日　J:COMデイリ－ニュ－ス
北区 男女共同参画についての授業
柳田小学校にて実施　 

「お互いに尊重し、認め合うことの大切さ
について考える授業」

滝澤 公子さん
サイエンス＆エデュケ－ションセンタ－ 研究協力員

後藤 郁子さん
基幹研究院研究員

●2020年2月27日　FNN PRIME ニュ－ス 
他TV各社
続々と「時差通学」や「休校」卒入学式にも影響

お茶の水女子大学

新　聞
●2019年4月1日　朝日新聞
（ごはんラボ）毎週金曜日 掲載中
（2019年4月～2020年3月) 

香西 みどり教授
基幹研究院 自然科学系

●2019年4月8日　中野経済新聞
なかのZEROでお茶の水女子大・創作舞踊
公演　学生自ら舞踊の魅力発信 

お茶の水女子大学
文教育学部　芸術・表現行動学科 

舞踊教育学コ－ス
●2019年4月9日　東京新聞

女性候補目標　参院選へ課題
統一地方選2019 

申 琪榮准教授　ジェンダー研究所
●2019年4月10日　毎日新聞
「個性」を磨いて自立した女性を育成
「女子大学」特集

女性ビジネスリ－ダ－育成塾　徽音塾
●2019年4月11日　新美術新聞

お茶の水女子大学
国際交流留学生プラザが竣工　掲載

お茶の水女子大学
●2019年4月11日　日刊工業新聞

お茶の水女子大、国際交流プラザオ－プン 
お茶の水女子大学

●2019年4月17日　日刊工業新聞
お茶の水女子大がシ－ト型センサ－
コンピュ－タ－入力磁石を付けるだけ
椎尾 一郎教授　基幹研究院 自然科学系
的場 やすし研究員　学部教育研究協力員

宮武 陽子さん
人間文化創成科学研究科　博士前期課程

　理学専攻　情報科学コ－ス1年
●2019年4月17日　東京新聞

女性出馬 決断を後押し 都内選挙講座から
当選 市民団体の仲間が支援

申 琪榮准教授　ジェンダー研究所
●2019年4月17日　毎日新聞

女性候補にも深刻セクハラ　ネットで中傷/
名刺交換時、体を密着

申 琪榮准教授　ジェンダー研究所
●2019年4月24日　読売新聞

女性と地方議会　選挙の壁　立候補
育児との両立苦心

大木 直子特任講師
グロ－バルリ－ダ－シップ研究所

●2019年4月24日　高校生新聞
国立大の「教育充実度」ベスト20 
世界大学ランキング日本版2019

お茶の水女子大学
●2019年4月26日　日本経済新聞

ジュニア・アカデミア賞（大賞）・佐々木賞受
賞 「イノベ－ションの活躍は地方にあり」

山本 真央さん　生活科学部心理学科2年
●2019年4月27日　毎日新聞

論点　高校国語 論理重視へ　
「名作に接する機会を」

藤原 正彦名誉教授
●2019年4月28日　福井新聞

職場改善　女性の先頭に　 
小林 誠教授　基幹研究院 人間科学系

大風 薫准教授　 学生・キャリア支援センター

●2019年5月9日　毎日新聞（富山）
富山、特別展　絵日記で当時を回顧　

「絵日記でつづった学童集団疎開展」
附属小学校

●2019年5月11日　朝日新聞
リケジョ未来特別講演会＠大塚
お茶の水女子大学　理系女性教育開発機構

●2019年5月18日　日本経済新聞
学校が映す日本人像 給食や校歌の研究盛ん
独特の習慣､近代とともに
難波 知子准教授　基幹研究院 人文科学系

●2019年5月18日　産経新聞
活字読む姿「子供に好影響」
都NIEスタ－ト研究会
冨士原 紀絵准教授　基幹研究院 人間科学系

●2019年5月25日　サンスポ
【令和をどう生きるべきか】
藤原正彦さん緊急提言

藤原 正彦名誉教授
●2019年5月27日　日本経済新聞

大手銀飛びだし天職つかみ取る 
「組織より自分を軸に」「沸々わいた思い形に」

永瀬 伸子教授　基幹研究院 人間科学系 
●2019年5月31日　日経産業新聞

タンパク合成へ基礎技術
三宅 亮介講師　基幹研究院 自然科学系

●2019年6月1日　毎日新聞
民間シェルタ－運営難・高齢化
DV財政支援強化へ

戒能 民江名誉教授
●2019年6月2日　東洋経済オンライン
「英語が自然にできる子｣の親がしていた
しつけ

内田 伸子名誉教授
●2019年6月5日　朝日新聞
（もっと知りたい）家事のお値段：３　
「内助の功」は評価されてきたの？ 

豊福 実紀助教　基幹研究院 人間科学系
●2019年6月12日　朝日新聞

明日へのLesson 　自らの性を学び「対等」
であるために

お茶の水女子大学
●2019年6月13日　産経新聞

子供の外遊び絶滅危機　街中に遊び場
「プレーバス」期待

内田 伸子名誉教授
●2019年6月13日　日本経済新聞

企業人は利他の精神で自身の努めを
藤原 正彦名誉教授

●2019年6月15日　日本経済新聞
女性雑誌とファッションの歴史社会学
意識・生活様式の変化たどる
坂本 佳鶴恵教授　基幹研究院 人間科学系

●2019年6月15日　朝日新聞
＃KuToo　接客業企業の規程は　働くため
には機能的でない

新實 五穂准教授　基幹研究院 人文科学系
●2019年6月15日　朝日新聞GLOBE+

政治は特別な世界ではない「女性政治リー
ダー」を育てる草の根のチャレンジ

申 琪榮准教授　ジェンダ－研究所
●2019年6月16日　朝日新聞GLOBE+

女性の立候補を後押し、アメリカの育成プロ
グラムはここまで実践的

申 琪榮准教授　ジェンダ－研究所
●2019年6月17日　教育新聞

ICT研究など72件の助成を決定 
（公財）パナソニック教育財団

附属中学校
●2019年6月18日　中日新聞＋

福井　広がれUタ－ン就職
県、県外大との協定推進

お茶の水女子大学
●2019年6月21日　繊研電子版

お茶の水女子大附属高と
｢クラウディ｣が共同開発品販売

葭内 ありさ教諭　附属高等学校
●2019年6月22日　朝日新聞

高校生とアパレルブランドが一緒にアフリカ
支援　エプロンとバック開発し販売

附属高等学校
●2019年6月23日　朝日新聞

女子大学の先駆的な学び　これからを生き
る女性のために

「広い視野と豊かな感性が世界を変えていく力に」
お茶の水女子大学　室伏 きみ子学長

●2019年6月25日　東京新聞web
空きアパート改修の手作り科学館ＰＲ
２種類の動画完成

お茶の水女子大学
サイエンス&エデュケーションセンター

●2019年7月1日　日本教育新聞
東京で法教育セミナー　小・中・高教員が
模擬授業

寺本 誠教諭　附属中学校
●2019年7月5日　鶏鳴新聞

タマゴを読み解く―正しい知識で健康に―
タマゴ科学研究会が発刊

近藤 和雄名誉教授
●2019年7月8日　毎日新聞

見上げてごらん　命を巡る葛藤の現場で
お茶の水女子大学　室伏 きみ子学長

●2019年7月10日　日本経済新聞

立候補104人、最高の28%　女性議員躍進
なるか 

　申 琪榮准教授　ジェンダ－研究所
●2019年7月17日　東京新聞

東京　女性当選数に注目　全国最多改選
数　3人なら初

戒能 民江名誉教授
●2019年7月20日　東京新聞

参院選２０１９　女性議員増加　物心で支え
申 琪榮准教授　ジェンダ－研究所

●2019年7月20日　河北新報ONLINE
東北大・お茶の水女子大が協定　理系教員
ら相互派遣

　お茶の水女子大学　室伏 きみ子学長
●2019年7月23日　読売新聞

生活調べ隊　動画に夢中の子どもたち
菅原 ますみ教授　基幹研究院 人間科学系

●2019年7月23日　教育新聞
東北大とお茶大が協定
研究深化とジェンダーバランス狙い

お茶の水女子大学　室伏 きみ子学長
●2019年7月27日　朝日新聞

(はてなスコープ)広がる遺伝子検査予防や
治療に役立つけど…

三宅 秀彦教授　基幹研究院 自然科学系
●2019年7月29日　日経スタイル

就職率99％、女子大就活なぜ強い少人数と
OGが支え　女子大就職　強さの秘密（上）
大風 薫准教授　学生・キャリア支援センター

●2019年7月31日　朝日新聞
制服の「着崩し」　昔から 
難波 知子准教授　基幹研究院 人文科学系

●2019年7月31日　日経スタイル
女子大就職、一般職よりスキル欲しい
増えるIT系 女子大就職　強さの秘密（下）

お茶の水女子大学

●2019年8月2日　科学新聞
東北大とお茶大が連携協定　AI・数理デ－タリテ
ラシ－教育、グロ－バル女性リ－ダ－育成など

　お茶の水女子大学　室伏 きみ子学長
●2019年8月3日　東京新聞

女性化学者の草分け・黒田チカが縁
お茶大と東北大　人材活用の協定

お茶の水女子大学　室伏 きみ子学長
●2019年8月16日　朝日新聞

100年先も郷土の味を　1400のレシピ
本 好みや工夫に地域色　日本調理学会
が聞き書き
香西 みどり教授　基幹研究院 自然科学系

●2019年8月16日　日刊工業新聞
国立大学で人事給与改革　変わる大学　
広がる教育　課題と展望　業績評価を
年俸に反映

森田 育男理事・副学長
●2019年8月17日　毎日新聞

少子化対策など研究論文を募集　程ケ谷
基金

永瀬 伸子教授　基幹研究院 人間科学系
●2019年8月18日

ニュ－スイッチ日刊工業新聞
さらば年功序列、国立大教員の給与格差
はどこまで広がったか

森田 育男理事・副学長
●2019年8月25日　朝日新聞
（フォーラム）＃ＫｕＴｏｏ 

内藤 章江特任リサーチフェロー
グローバルリーダーシップ研究所

●2019年8月28日　日経産業新聞
就職率、私立御三家軒並み９９％、女子大
就活、強さの秘密は？　ＯＧと緊密、少人
数が支え。
大風 薫准教授　学生・キャリア支援センター

●2019年9月1日　北日本新聞
創作ダンス全国大会　学生チ－ム情熱舞台
高岡市長賞＝Deux Blanc

お茶の水女子大学　モダンダンス部
芸術・表現行動学科 舞踊教育学コース3年

●2019年9月4日　日本食糧新聞
食品ニューテクノロジー研究会　「のど越し
のおいしさを科学する」テーマに開催

久保田 紀久枝名誉教授
●2019年9月11日　朝日新聞

サンショウウオ保護、１０年以上　メンバーが
新生息地発見、岐阜高生物班/岐阜県
日下部 綾音さん　文教育学部　人文科学科1年

●2019年9月12日　朝日新聞 
女性と理系、補完へ協定
東北大とお茶の水女子大／宮城県

お茶の水女子大学
●2019年9月14日　朝日新聞

お知らせ／宮城県 （記念講演会）
お茶の水女子大学　室伏 きみ子学長

●2019年9月16日　日本教育新聞
「対話的な学び」に焦点　研究大会の参加
者募集中

宗我部 義則教諭　附属中学校
●2019年9月17日　SankeiBiz

日遊協、業界データブックを制作
坂元 章教授　基幹研究院 人間科学系

●2019年9月19日　朝日新聞
女子大の教育力～「女性が輝く社会」の実現へ～

お茶の水女子大学

●2019年10月1日　読売新聞
安心の設計 ゲ－ムとともに 悪影響の懸念 
どう向き合う

坂元 章教授　基幹研究院 人間科学系 
●2019年10月9日　日本経済新聞

お茶大などがビタミンDと同じように働く化

合物 副作用の少ない薬へ
棚谷 綾准教授　基幹研究院 自然科学系 

●2019年10月11日　読売新聞
みんなで創る共生社会
いきがい・助け合いサミットin大阪

袖井 孝子名誉教授
●2019年10月14日　読売新聞
「性自認は女性」学生受け入れへ

お茶の水女子大学
●2019年10月15日　毎日新聞
「働き方改革」の効果も　専門家講演　
事例示し課題指南

赤松 利恵教授　基幹研究院 自然科学系
●2019年10月16日　日本経済新聞

リカレント教育　女性の復職や活躍を支援
新たな学び、能力磨く契機に

お茶の水女子大学
●2019年10月17日　高校生新聞ONLINE

高校生と親との関係、けんかや衝突を避け
るには　「境界」意識して大人モードで
菅原 ますみ教授　基幹研究院 人間科学系

●2019年10月21日　日本経済新聞
大学共通テストで英語民間試験を利用す
る大学の一覧

お茶の水女子大学
●2019年10月27日　読売新聞

あすへの考 【人生100年時代を生きる】
未来 わからないから面白い

外山 滋比古名誉教授
●2019年10月30日　苫小牧民報

安平町教委とお茶の水女子大、減災教育で
協力協定　理科の実験教材を提供

千葉 和義教授　基幹研究院 自然科学系
サイエンス＆エデュケーションセンターセンタ－長

●2019年11月3日　朝日新聞 他
秋の叙勲　４２４９人が受章

澤島 侑子名誉教授
●2019年11月4日　日本経済新聞

個性を重視、生産性向上
オフィス着、冬もカジュアル　節度は素材・
色・小物で　Bizワザ

申 琪榮准教授　ジェンダ－研究所
●2019年11月8日　読売新聞

言葉のアルバム　女性社長　日本の力に
橫田 響子さん　卒業生　文教育学部教育学科

お茶の水女子大学客員准教授
株式会社コラボラボ 代表取締役 

●2019年11月13日　佐賀新聞LIVE
「議会に多様な声を」21、22日  講演会

申 琪榮准教授　ジェンダ－研究所
●2019年11月20日　朝日新聞

お茶の水地理学会 「最近の自然災害の動向
と地理学における災害への取り組み」

お茶の水地理学会
文教育学部 人文科学科 地理学コ－ス

●2019年11月23日　読売新聞
第16回高校化学グランドコンテスト　
審査委員 

鷹野 景子教授　基幹研究院 自然科学系
●2019年11月23日　朝日新聞

edu＠Tokyo　★子どもが育つ環境につ
いて考える講演会＠東京家政学院大学

宮里 暁美教授
人間発達教育科学研究所

文京区立お茶の水女子大学こども園　園長
●2019年11月25日

TOKYO YOUTH PAPER　高校生タブロイド新聞
お茶の水女子大附属高「アフガン☆ボラン
ティア部」「誰一人取り残さない世界の実現」
へ　できることから始めて広げる 

アフガンボランティア部　沼畑 早苗教諭
附属高等学校

●2019年11月26日　読売新聞
講座「子どもたちの四季」町田で１２月１２日
…東京家政学院大 

宮里 暁美教授
人間発達教育科学研究所

文京区立お茶の水女子大学こども園　園長
●2019年11月27日　しんぶん赤籏

女性新法に実効性を 
戒能 民江名誉教授

●2019年11月27日　朝日新聞
外国ル－ツの子 教育環境考える ２９日 
奈良でシンポ 

宮島 喬名誉教授
●2019年11月30日　朝日新聞

edu＠Tokyo　★宇宙講演会 
お茶の水女子大学

●2019年11月30日　産経新聞
ポスト2020 日本未来を創る大学の挑戦
大学総長・学長へのインタビュー 

お茶の水女子大学　室伏 きみ子学長

●2019年12月2日　宮崎日日新聞
SDGs実現、博士人材活用に向けた産業界
へのメッセージ

お茶の水女子大学
●2019年12月4日　毎日新聞
「PISAショック」再び 国際学力テスト 読解力急落

浜野 隆教授　基幹研究院 人間科学系
●2019年12月7日　東京新聞

Campus インフォメ－ション　東京家政学
院特別講座　子どもたちの四季－あそぶ・
かんじる・くらす

宮里 暁美教授
人間発達教育科学研究所

文京区立お茶の水女子大学こども園　園長
●2019年12月10日　産経新聞

正論大賞　35年の歩み

藤原 正彦名誉教授
●2019年12月10日　高知新聞

｢哲学対話｣の授業で多様性理解　越知小・
中で県内唯一導入

片山 守道教諭　附属小学校
●2019年12月11日　日本経済新聞

学長アンケ－ト
就活日程順守 7割弱が要望 21年卒から政
府主導ル－ル 「企業は学業配慮を」

お茶の水女子大学　室伏 きみ子学長
●2019年12月13日　科学新聞

女性が輝くTOKYO懇話会「ガラスの天井を打ち
破れ！」をテ－マに－東京都とお茶大が共催－

お茶の水女子大学　室伏 きみ子学長
●2019年12月16日　東京新聞

公務員　女性活躍なおざり　専門性に比べ
低い処遇

戒能 民江名誉教授
●2019年12月17日　読売新聞

創立９５周年で記念式典、小山実稚恵さん
ピアノ演奏…桜蔭

お茶の水女子大学　室伏 きみ子学長
●2019年12月18日　朝日新聞

男女格差広がる日本 過去最低121位
■主要7カ国最下位 女性進出遅れ際立つ政治

申 琪榮准教授　ジェンダ－研究所

●2020年1月6日　読売新聞
回顧 2019女性 『議員増えたが遠い　

「半数」 社会問題SNSで訴え』
申 琪榮准教授　ジェンダ－研究所

●2020年1月6日　読売新聞
令和を拓く 家族像 私が選ぶ
石井 クンツ昌子教授　基幹研究院 人間科学系

●2020年1月18日　日刊工業新聞
第16回キャンパスベンチャ－グランプリ東京

「若き起業家の魂に火灯す」 ストライク賞
お茶の水女子大学

●2020年1月22日　朝日新聞GLOBE+
創造力を育むには孤独が必要？「ベル・エ
ポック」のフランスに学ぶ

中村 俊直名誉教授
●2020年1月22日　日経速報ニュース  

サンゴは環境変化に合わせて産卵日を選
ぶ～海水温や風速などの環境要因が同調
的な産卵行動に与える影響を解析～
服田 昌之教授　基幹研究院 自然科学系

●2020年1月23日　朝日新聞
ジャワ原人の年代、絞られた？　１３０万～
１１万年前　緻密な測定に基づく論文相次ぐ
ジャワ原人、アフリカからの旅に数十万年か
かった？(米サイエンス誌掲載）
松浦 秀治名誉教授/国立科学博物館客員研究員

近藤 恵准教授　基幹研究院 自然科学系
●2020年1月28日　毎日新聞

遺伝子検査の重み学ぶ
佐々木 元子助教　基幹研究院 自然科学系

ヒューマンライフイノベーション研究所
●2020年1月29日　日本経済新聞

政府、国会同意人事案を提示　9機関15人
永瀨 伸子教授　基幹研究院 人間科学系

●2020年2月1日　読売新聞
女性って生きにくい?　政治参加から改善を

申 琪榮准教授　ジェンダ－研究所
●2020年2月2日　産経新聞

中学入試本格化 首都圏６．５万人受験 大学
附属高まる人気

附属中学校
●2020年2月5日　読売新聞

新聞＠スク－ル 1月の出前授業　
「新聞を読み解く」22日 お茶の水女子大
附属中学校 ２年生109人

附属中学校
●2020年2月6日　日刊県民福井

女性の生活 質向上へ共同研究 
「県とお茶の水女子大 協定」

お茶の水女子大学　室伏 きみ子学長
●2020年2月6日　読売新聞

教育ルネサンス　国際バカロレア
 「日本文学通し芯培う」

橋本 瑞穂さん
文教育学部 人文科学科  地理学コース4年 

●2020年2月7日　福井新聞
女性の生活 質向上へ 県、お茶の水女子大
と研究

お茶の水女子大学　室伏 きみ子学長
●2020年2月11日　読売新聞

くらしナビ　NIE 教育に新聞を
「情報源としての価値再認識」

渡辺 光輝教諭　附属中学校
●2020年2月12日　東京大学新聞

新聞制作でアクティブラーニングを実践
第4回英字新聞甲子園開催　お茶の水
女子大学附属高等学校 梅組優勝

附属高等学校　梅組、菊組
●2020年2月18日　毎日新聞
「看取り死」と幸せな死　臨終前後接し
方伝える

柚井 孝子名誉教授
●2020年2月20日　産経新聞

100年の森－明治神宮物語　仁徳陵に
学んだ「天然更新」

遠山 益名誉教授
●2020年2月21日　苫小牧民報
「難しいけど楽しかった」 むかわ穂別小で
プログラミング授業

お茶の水女子大学
サイエンス＆エデュケーションセンター

●2020年2月21日　高校生新聞

メディア報道記録 2019年度（抜粋） ※所属、職名は掲載 当時のものです。
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主要行事予定 2020 年度
 4月  10日  新入生オリエンテーション（～13日）
 4月  15日  1学期・前学期授業開始
 4月  25日  大学院オープンキャンパス
 4月  30日  休講日（～5/2）
 5月  13日  名誉教授懇談会
 5月  30日  ホームカミングデイ（名誉学友記贈呈式）
 5月  31日   開学記念日
 6月    3日   2学期授業開始
 6月  24日  理学部・生活科学部編入学試験
 7月  2日  理学部・生活科学部編入学試験合格発表
 7月  11日  学部オープンキャンパス（～12日）
 7月  22日  夏期休業開始
 8月  11日  夏季一斉休業（～17日）
 8月  20日  博士前期課程8月入試（～21日）
 8月  21日  生活工学共同専攻入試
 8月  28日  博士前期課程8月入試合格発表
   生活工学共同専攻入試合格発表
 9月  6日  博士前期課程9月入試（～7日）
 9月  7日  博士後期課程9月入試
 9月  11日  博士前期課程9月入試合格発表

  博士後期課程9月入試合格発表
 9月  26日  新フンボルト入試プレゼミナール
 9月  30日  ９月卒業式

    夏期休業終了
 10月  1日  10月入学式

  3学期・後学期授業開始
 10月  2日  新フンボルト入試（文系）１次合格発表
 10月 3日  文教育学部・生活科学部編入学１次試験
 10月 8日  文教育学部・生活科学部編入学１次試験合格発表
 10月  17日  新フンボルト入試（文系）2次試験（～18日）
 10月  28日  文教育学部・生活科学部編入学２次試験
 11月  2日  新フンボルト入試（文系）合格発表
 11月  5日  休講日
 11月  6日  徽音祭準備（休講）
 11月  7日  徽音祭（～8日）
 11月  12日  文教育学部・生活科学部編入学合格発表
 11月  13日  学校推薦型選抜等、
   新フンボルト入試（理系）１次試験合格発表
 11月  20日  永年勤続表彰式
 11月  24日  ４学期授業開始
 11月  25日  奨学金授与式
 11月  28日  学校推薦型選抜等、
   新フンボルト入試（理系）2次試験（～29日）
 11月  29日  創立記念日
 12月  10日  学校推薦型選抜等、
   新フンボルト入試（理系）合格発表

 12月  25日  冬期休業開始

2021 年
 1月 6日  冬期休業終了
 1月  16日  大学入学共通テスト（～17日）
 1月  23日  大学入学共通テスト（追試）（～24日）
 1月  26日  春期休業開始
 2月   3日  博士前期課程2月入試（～4日）
   生活工学共同専攻入試
 2月  12日  博士前期課程2月入試・
   生活工学共同専攻入試合格発表
 2月  25日  学部入試日（前期）（～26日）
 3月   3日  博士後期課程3月入試（～24日）
 3月   9日  学部入試（前期）合格発表
 3月  10日  博士後期課程3月入試合格発表
   全学送別会
 3月  12日  学部入試日（後期）
 3月  20日  学部入試（後期）合格発表
 3月  23日  卒業式
 3月  31日  永年勤続表彰式
   春期休業終了

（1）大　学
●北海道知事より感謝状贈呈

サイエンス＆エデュケーションセンター
●北海道安平町「感謝状」贈呈　　　　

平成30年北海道胆振東部地震で被災
した学校における理科教育支援活動

サイエンス＆エデュケーションセンター
●国際映像祭 F@imp2019 

Education&Outreach部門 Bronze 
Award受賞
サイエンス＆エデュケーションセンター

（2）教職員
●日本災害食学会2019年度学術大会 　

学術委員賞  
基幹研究院 自然科学系　須藤 紀子准教授

●日本家政学会賞
基幹研究院 自然科学系 香西 みどり教授

●日本食品科学工学会第66回大会　論文賞
基幹研究院 自然科学系 香西 みどり教授

●日本調理科学会2019年度大会　奨励賞
基幹研究院 自然科学系　佐藤 瑶子助教

●令和元年度日本食品科学工学会学会賞
基幹研究院 自然科学系　村田 容常教授

●第57回全国大学保健管理研究集会 
優秀演題賞 

保健管理センター看護師、公認心理師
山崎 恵看護師

保健管理センター所長、医師
本田 善一郎教授

●岩手県釜石市から感謝状 贈呈
サイエンス＆エデュケーションセンター

●日本子ども学会第16回子ども学会議
　（学術集会）「最優秀発表賞」 

基幹研究院 人間科学系　菅原 ますみ教授
●日本シミュレーション＆ゲーミング学会
　2019年度 優秀賞 

基幹研究院 人間科学系　坂元 章教授
●令和元年度教育者表彰

附属高等学校　菊池 美千世副校長
●令和元年度文部科学大臣優秀教職員表彰

附属高等学校　玉谷 直子教諭

（3）学　生
●情報処理学会第81回全国大会
　学生奨励賞

大学院人間文化創成科学研究科　博士前期課程
理学専攻　情報科学コース 2年

 川井 彩耶さん　 山下 紗季さん
  于 卉さん

理学部情報科学科 4年　高崎 智香子さん

●第73回日本栄養・食糧学会大会　学生
優秀発表賞
大学院人間文化創成科学研究科　博士前期課程 
ライフサイエンス専攻　食品栄養科学コース 1年

 大野 富美さん

●SEPI Student Travel Award
大学院人間文化創成科学研究科

博士後期課程　人間発達科学専攻 1年
新垣 有貴さん

●NASPR Student Travel Award
大学院人間文化創成科学研究科

博士後期課程 人間発達科学専攻 3年
中村 香理さん

● DICOMO2019シンポジウム
　ヤングリサーチャ賞

大学院人間文化創成科学研究科
博士前期課程 理学専攻 2年

山田 優輝さん

● 独立行政法人情報処理推進機構(IPA)
の2019年度未踏ターゲット事業 採択
理学部 情報科学科 4年

 大石 美賀さん　松本 奈紗さん

●可視化情報学会学会賞（論文賞）
大学院人間文化創成科学研究科

博士後期課程 理学専攻 3年　中澤 里奈さん

●アーティスティック・ムーブメント・イン・
トヤマ2019「少人数による創作ダン
スコンクール」 高岡市長賞

文教育学部
芸術・表現行動学科 舞踊教育学コース3年

加藤 理愛さん　白井 耀さん

●日本応用数理学会2019年度年会 　
優秀ポスター賞 

大学院人間文化創成科学研究科
博士後期課程 理学専攻 情報科学領域 1年

松永 玲香さん

●日本ソフトウェア科学会
第27回インタラクティブシステムとソフト
ウェアに関するワークショップ 発表賞

大学院人間文化創成科学研究科
博士前期課程 理学専攻 情報科学コース 2年

石井 綾郁さん

●NLP若手の会（YANS）第14回シンポ
ジウム（2019） 奨励賞

大学院人間文化創成科学研究科
博士後期課程 理学専攻　情報科学領域 1年

濱園 侑美さん

●日本脂質栄養学会第28回大会 ベスト
ポスター賞 
大学院人間文化創成科学研究科　博士前期課程

　ライフサイエンス専攻　生命科学コース 2年
伊藤 佳蓮さん

●NICOGRAPH 2019 最優秀論文賞
大学院人間文化創成科学研究科　博士後期課程 

理学専攻　情報科学領域 3年
宮城 優里さん

● 国際会議　32nd Annual ACM 
Symposium on User Interface 
Software and Technology 
(UIST '19) Best Demo Award 
大学院人間文化創成科学研究科　博士前期課程

 理学専攻 　情報科学コース 2年
石井 綾郁さん

●  第33回人工知能学会全国大会 2019
年度全国大会優秀賞（口頭発表部門) 

大学院人間文化創成科学研究科
博士前期課程 理学専攻 情報科学コース 1年

鈴木 莉子さん

● 第17回日本機能性食品医用学会総会 
最優秀演題賞
大学院人間文化創成科学研究科　博士後期課程 
ライフサイエンス専攻　食品栄養科学領域 1年

岩島 知未さん

●第10回日韓3女子大学交流合同シン
ポジウム 発表賞（Best Presentation 
Award） 

大学院人間文化創成科学研究科
博士前期課程 理学専攻

化学・生物化学コース 2年　八日市屋 朋子さん
化学・生物化学コース 1年　黒岩 佐知子さん

●第9回CSR構想インターゼミナール
(後援：日本経営倫理学会)優秀賞、
ポスター賞
生活科学部
人間生活学科　生活社会科学講座 3年

 山元 祐希さん 須賀 友花さん 
 佐藤 由菜さん   伊藤 万里菜さん 
 関口 由夏さん  林未 花さん
 前田 うて奈さん  渡邊 有稀さん

●ヤフー株式会社主催 ハッカソン Hack 
Day 2019 - O2O賞 (オンラインか
らオフラインの行動を促す1作品) - 
HappyHacking賞 (観客・ネット視
聴者投票1位) - Buzz賞 (Twitterで
最も拡散された1作品)

大学院人間文化創成科学研究科
博士前期課程 理学専攻 情報科学コース 1年

半田 優華さん

●第31回ビタミンE研究会　奨励賞

　（ポスター発表の部）
大学院人間文化創成科学研究科　博士前期課程 

ライフサイエンス専攻
食品栄養科学コース 2年　守屋 優香さん
食品栄養科学コース 1年　高橋 咲貴さん

●第22回家政学関連卒業論文・
修士論文発表会 発表奨励賞 
生活科学部 食物栄養学科 4年

 河島 稚乃さん　 渋沢 ひかりさん
 細田 優香さん

●2019年度 日本建築学会大会(北陸)
学術講演会 環境工学委員会 若手優秀
発表賞

生活科学部 人間・環境科学科 ４年
助田 ひなのさん

●日刊工業新聞主催「科学技術と日本の
将来」第20回理工系学生科学技術論文
コンクール 優秀賞

理学部化学科 ４年　河野 奈菜子さん

（4）附属学校

●第18回港区武術太極拳連盟交流大会
伝統器械（ジュニア）優秀賞 

附属高等学校 2年　竹内 遥さん

●令和元年度 スーパーサイエンスハイス
クール生徒研究発表会　ポスター発表賞

附属高等学校 2年　村田 響子さん

●都吹奏楽コンクール　銀賞 
附属高等学校　吹奏楽部

●第66回 国際理解・国際協力のための
高校生の主張コンクール 審査員賞

附属高等学校 2年　清永 未貴さん

●第29回 「私たちの身のまわりの環境
地図」 作品展 北海道教育大学長賞 

附属高等学校 1年　尾上 愛実さん

●第29回 「私たちの身のまわりの環境
地図」 作品展 努力賞 
附属高等学校 1年

 吉川 美輝さん　 吉村 紫織さん
  古澤 純さん

●第7回東京都伝統武術交流大会
ジュニア器械の部 第1位　
審査員特別賞（陸瑶）

附属高等学校 1年　湯朝 くるみさん

●第68回大正大学全国書道展
笠井劫榮麓賞 

附属高等学校 1年　元谷 美沙希さん

●第68回大正大学全国書道展
書道研究部奨励賞

  附属高等学校 2年　毛利 悠花さん

●第68回大正大学全国書道展
半紙部奨励賞
附属高等学校 1年

 岩元 美帆さん 冨岡 咲快さん 
 種橋 萌さん   柴﨑 友珠さん 
 田中 羽美さん  森中 花音さん
 永野 英睦子さん  五味 采音さん

附属高等学校 2年
 菊池 明日香さん 一木 杏さん 
 大石 凜さん   杉原 知位さん 
 露木 菜子さん  佐藤 野乃香さん
 鈴木 愛乃さん  藤田 美咲さん
 高階 みゆさん 
●第68回大正大学全国書道展

条幅部奨励賞
附属高等学校 1年

 内田 実佑さん 岩元 美帆さん 
附属高等学校 2年

 亀岡 瞳子さん   小出 遥香さん

●令和元年度高体連バレーボール新人
リーグ戦兼新人選手権大会予選 第3位

附属高等学校　バレーボール部 

●第16回中高生南極北極科学コンテスト 
奨励賞

  附属高等学校 1年　田中 菜織さん

●第4回英字新聞甲子園 優勝　　
The winnwer of English 
Newspaper Award

 附属高等学校　3年梅組

●第72回大田区民スポーツ大会（秋季）
武術太極拳大会長拳・長拳器械 男女 
第1位

附属高等学校 1年　湯朝 くるみさん

●第35回高等学校新聞コンクール 
佳作賞

附属高等学校 　新聞部

●2019年度 統計データ分析コンペティ
ション（高校生の部）総務大臣賞 
附属高等学校 2年

 竹内 遥さん　 江本 もえさん
 木下 舞さん　 永井 あゆるさん

●第58回全国高等学校生徒英作文コン
テスト 入選

附属高等学校 1年　永嶋 弓芽さん

●アーツカレッジヨコハマ主催「高校生IT
アプリアイデアコンテスト」優秀賞 
附属高等学校 2年

 近藤 優花さん　 柴田 果夏さん
 中村 綾さん　 松岡 里奈さん

●第69回全国書道コンクール 特選　
（毛筆の部） 
附属高等学校 1年

 種橋 萌さん　 田中 羽美さん
 内田 実佑さん

附属高等学校 2年
 毛利 悠花さん　 小出 遥香さん
 藤田 美咲さん

●第69回全国書道コンクール 特選　
（ペンの部）

附属高等学校 2年　鈴木 愛乃さん

●中央大学 第19回 高校生地球環境　
論文賞 優秀賞 
附属高等学校 2年

 櫻井 映里香さん　 大野 ことみさん
 清水 千聡さん　 田浦 愛美さん

●中央大学 第19回 高校生地球環境　
論文賞 佳作

附属高等学校 1年　尾上 愛実さん

●中央大学 第19回 高校生地球環境　
論文賞 入選

附属高等学校 1年　番留 千尋さん

●第71回全国書初大会［主催：全日本書
芸文化院］ 文化院賞

附属高等学校 1年　田中 羽美さん

●第71回全国書初大会［主催：全日本書
芸文化院］ 準文化院賞

附属高等学校 2年　鈴木 愛乃さん
附属高等学校 1年　岡田 蘭子さん

●第71回全国書初大会
　［主催：全日本書芸文化院］ 特選 

附属高等学校 2年
 毛利 悠花さん　 藤田 美咲さん

附属高等学校 1年
 芝崎 友珠さん　 種橋 萌さん
 元谷 美沙希さん

（5）合　同
●2018年度日本語学会論文賞　受賞

基幹研究院 人文科学系　竹村 明日香准教授
大学院人間文化創成科学研究科　博士後期課程

比較社会文化学専攻
国際日本学領域3年　　 宇野 和さん
国際日本学領域1年　池田 來未さん

新型コロナウイルス、感染すると大学受験で
きず「手洗い・うがい・マスクを」

お茶の水女子大学
●2020年2月23日　しんぶん赤旗

男女格差・性暴力なくそう
戒能 民江名誉教授

●2020年2月27日　新聞各紙
お茶の水女子大の附属校、1カ月余り休校に
東京都内の国立や私立の小学校、休校や時差通学

お茶の水女子大学

●2020年3月3日　朝日新聞
(121位いまココ）「取るだけ育休」になってな
い？夫の家事育児、妻の５分の１
ゲームしながら授乳　パパの「とるだけ育休」
にイライラ
石井クンツ 昌子教授　基幹研究院 人間科学系

情報誌
●2019年4月30日　

AERA MOOK進学　朝日新聞出版
大学ランキング2020

　お茶の水女子大学

●2019年5月31日　Between　
お茶の水女子大学　自らが描く”リ－ダ－
像"の実現を支援

　三浦 徹理事・副学長
（教育改革・入試改革・学術情報担当)

●2019年5月31日　進研アド　
「THE　世界大学ランキング日本版」

　お茶の水女子大学

●2019年6月28日　文教速報　
女性が輝く社会の実現のために
お茶大がカルティエとシンポジウム

　お茶の水女子大学

●2019年7月1日　トランヴェ－ル　
鳥瞰図をガイドブックに十和田・大沼を歩く
　長谷川 直子准教授　基幹研究院 人間科学系

●2019年9月1日　広報まちだ　
防災×食育　クイズで学ぼう
お茶の水女子大学　生活科学部　食物栄養学科

●2019年9月30日　
国立大学　vol.54 September　2019
女子大学だからこそできる開発途上国の教
育支援を遂行

お茶の水女子大学　室伏 きみ子学長
佐々木 泰子理事・副学長

●2019年10月30日　文教速報　
お茶大が中高生対象に『未来開拓講演会』

お茶の水女子大学

●2020年2月21日　文教速報　
お茶大が福井県と協定を締結 女性リ－ダ－
育成などで相互協力

　お茶の水女子大学　室伏 きみ子学長

●2020年3月1日　月刊先端教育　
お茶の水女子大学の新フンボルト入試

「手間と時間をかけ、能力を見る 物事を深く
考えられる学生を選抜」
　安成 英樹教授　基幹研究院 人文科学系

●2020年3月2日　文教速報　
お茶大が各賞授賞式を挙行　湯浅年子賞・
黒田チカ賞・保井コノ賞・小泉郁子賞・辻村
みちよ賞

　お茶の水女子大学　室伏 きみ子学長

メディア報道記録 2019年度（抜粋） ※所属、職名は掲載 当時のものです。 研究表彰等受賞者一覧 2019年度（抜粋）

※2020年3月27日時点。予定が変更になることがあります。
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